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論 文 内 容 要 旨








lol)Os/cm と絶縁体に近い伝導度 しか示さず､典型的なカップル系である｡本研究では､ ここに水分子と
強く水素結合を形成 しガラス化する糖類の一つであるトレハロースを加える事で､ リチウムイオンをガラ
ス骨格から解放 し､ リチウムイオン伝導性を発現させ､カップル系からデカップル系に連続的に変化する










い組成範囲でガラス形成試料が得 られた｡組成分析の結果とDSC測定からTgを決定 した結果､ トレハ
ロースー水-LiI系のTgは トレハロース水 のモル比によって大きく変化 し､LiI-6H20ではTgが-130℃であ












































































研究能力と学識を有することを示 している｡ したがって､武川玲治提出の博士論文は､博士 (理学)の学
位論文として合格と認める｡
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